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都市部における乳幼児の生活リズムと保護者の生活習慣との関連
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要
乳幼児と保護者の生活リズムの実態と関連を検討することを目的に実態調査を実施した｡調査対象者はA区の乳幼
児健診に来所した3か月児 252名､1歳6か月児 244名､3歳児 153名の保護者であった｡その結果､3か月児 ･1歳
半児 ･3歳児の平均就寝時刻はそれぞれ22時 ･21時30分 ･21時24分､平均起床時刻は7時42分 ･7時30分 ･7時30分






























































































































3か月児 N=249 1歳6か月児 N=247 3歳児 N=153




















































































確定度 遥 豊 :る 諾 'i .諾 Fsら 合計 品 票 こ､る 詫 'i ,遠 足ら 合計
3か月児 172(68.8%) 60(24%) 18(7.2%) 250(100%) 167(66.8%)65(26.0%) 18(7.2%) 250(100%)
1歳6か月児 173(70.0%) 63(25.5%) ll(4.5%) 247(100%) 193(78.1%)43(17.4%) ll(4.5%) 247(100%)
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ほぼ毎日食べる 213(88.4%) 7(2.9%) 7(2.9%)
週に3-4回食べる 5(2.1%) 1(0.4%) 5(2.1%)
ほとんど食べない 2(0.8%) 0(0.0%) 1(0.4%)
3歳児
n=152
ほぼ毎日食べる 133(87.5%) 5(3.3%) 5(3.3%)
週に3-4回食べる 0(0%) 2(1.3%) 5(1.3%)
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